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警戒
レベル

避難情報
（常陸太田市）住民がとるべき避難行動

緊急安全確保

避難指示

高齢者等避難

－

－

気象情報（気象庁）
［警戒レベル相当情報］

大雨特別警報
等

土砂災害警戒
情報 等

大雨警報
（土砂災害）
洪水警報 等

大雨・洪水
注意報 等

早期注意情報

命の危険　直ちに安全確保！

危険な場所から全員避難！

危険な場所から高齢者等は避難！

・災害が発生又は切迫した状況であり、命を守るための最善
の行動をとる。

・直ちに身の安全を確保できる場所へ避難する。
　※土砂災害は立退き避難が原則です。
・避難場所までの移動が危険と思われる場合は、近くの安全
な場所や、自宅内のより安全な場所に避難する。

・避難に備え、ハザードマップ等により自らの避難行動を確認する。
・避難情報の把握手段を確認する。

・災害への心構えを高める。
・防災気象情報等の最新情報に注意する。

・避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳
幼児等）とその支援者は、避難場所へ避難を開始する。

・その他の人は、家族などと連絡、持ち出し品の用意など、
避難の準備を開始。危険だと思ったら早めに避難する。

警戒レベル4までに必ず避難！
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特別警報
・「特別警報」とは、警報の発表基準をはるかに超える大雨や、大津波等が予想され、重大な災害の起
　こるおそれが著しく高まっている場合に発表し、最大級の警戒を呼びかけるものです。
・特別警報が発表された場合、お住まいの地域は数十年に一度の、これまでに経験したことのないよう
　な、重大な危険が差し迫った状況にあります。

現　象 発　表　の　基　準

避難に関する情報 避難時の心得

指定緊急避難場所・避難所一覧

浸水が継続する時間マイ・タイムラインを作ろう（保存版）
マイ・タイムライン

家族や親族の連絡先を記入しておきましょう

洪水予報等、避難指示等の伝達方法

インターネット等での情報収集

災害時に家族と連絡がとれない場合は…

浸水が長時間継続する地域にお住まいの方は自宅に留まらず、早めの立ち退き避難を！

誉田小学校 増井町1303

常陸太田特別支援学校 瑞龍町1032-1

旧佐都小学校 茅根町369

瑞竜中学校 瑞龍町570

誉田公民館 新宿町1283

佐都公民館 常福地町141-2

河内公民館 町屋町1289

すいふこども園 松平町1136

山田地域交流センター 松平町1333

：指定緊急避難場所	

：指定避難所	 ：被災するおそれのある指定避難所

⑥ 誉 田（ 北 部 ）地 区
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町屋駐在所

誉田小学校

瑞竜中学校

河内公民館

誉田公民館

佐都公民館

旧佐都小学校

水府駐在所

太田警察署

里 川

常陸太田
特別支援学校

すいふこども園

山田地域交流センター
和田

赤須橋
新町屋橋

町屋

和田

浸 水 継 続 時 間

１ ２ 時 間 未 満 の 区 域

１２〜２４時間（１日間）未満の区域

２４〜７２時間（３日間）未満の区域

７２〜１６８時間（１週間）未満の区域

　浸水の深さに関わらず、 浸水が長時間継続する
地域があります。 この様な地域において、 自宅の
２階などに避難した場合、 数日間におよぶ自宅で
の困難な避難生活を強いられることになります。
　長時間の浸水が想定される地域においては、 自
宅に留まらず、 早めに避難しましょう。

観　測　所

水 位 観 測 所
町 屋

和 田

雨 量 観 測 所 町 屋

河 川 カ メ ラ

町 屋

新 町 屋 橋

赤 須 橋

和 田

凡　　　例

指定緊急避難場所 指 定 避 難 所

被災するおそれの
ある指定避難所 対 象 地 区

水 位 ・ 雨 量 観 測 所 等

水 位 観 測 所 雨 量 観 測 所

河 川 カ メ ラ

鉄 道 ・ 幹 線 道 路

一 般 国 道 主 要 地 方 道

一 般 県 道

そ の 他 施 設

警 察 署

1:20,000

5000 1,000m


